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１．研究計画の概要 

高活性・高安定な酸素発生コア標品、特異的
安定同位体標識標品、Mnクラスターのアミノ
酸配位子変異体標品、等を作成。これらの試
料を用い、光合成水分解反応の化学反応過程
を直接測定することにより、水分解反応のケ
ミストリーを明らかとし、その反応機構を提
出する。 
 

２．研究の進捗状況 

(1) 好熱性シアノバクテリアのチラコイド膜
を界面活性剤処理後、遠心分画する事により、
酸素発生系Ⅱコア粒子を調製した。界面活性
剤Zwittergent 3－12 で可溶化することによ
り、高い酸素発生活性を保持した標品を得る
ことが出来た。この標品はアロフィコシアニ
ンを保持していた。細胞に比べると、熱耐性
が約１０度低温側にシフトしていたが、室温
で２４時間放置しても高い活性を保持して
いた。(2) Ｍｎクラスターを特異的に安定同
位体標識するために、T.elongatus における
酸素発生活性の失活（Ｍｎクラスターの破
壊）と光による再活性化について検討を行っ
た。６５度で T. elongatus 細胞の熱処理に
より１０％以下にまで失活した酸素活性は、
光照射により処理前の活性にまで酸素発生
活性が回復することを見出した。熱処理後の
光活性化能は安定であり理後１０時間後で
もほとんど変化しなかった(3)酸素発生系Ⅱ
コア標品について Mn クラスターの光再構築
系を確立した。光活性化により処理前の７
０％以上の Mn クラスターを再構築すること
ができた。再構築した試料は、無処理試料と
同じ FTIR S2/S1差スペクトルを示した。(4) 
D1タンパク質のC末端アラニンのαカルボキ

シル基は Mn クラスターの配位子となってい
る。アラニンを他のアミノ酸に変えた変異体
から調製した PSⅡコアの性質を調べた。(5) 
O17 同位体水置換した試料の S2 状態のマルチ
ラインにつき、CW、パルス（フィールドスイ
ープ）ESR 測定を行った。O17同位体水置換試
料では CW-ESR 信号、マイクロ波強度依存性
（緩和）は全く影響を受けなかったが、パル
ス-ESR 信号はその強度が大きく低下するこ
とを見出した。 
 

３．現在までの達成度：やや遅れている。 

(1)研究室の基本的なインフラ（電源確保・冷
却水の確保・等）整備に予想以上に時間がか
かった。(2)低波数FTIR装置が不安定なため、
当初目的としていた、高品位スペクトル測定
が困難な状態にある。(3)基本的な試料の調
製・光活性化等については進んでいる。 

 
４．今後の研究の推進方策 
パルス ESR 測定、中波数領域の FTIR 測定に
重点を置き研究を進めるとともに、低端数領
域のスペクトル改善に取り組む。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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